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成
長
を
牽
引
す
る
輸
出
向
け
縫
製
産
業

二
〇
年
以
上
続
い
た
内
戦
が
終
結
し
、
現
カ
ン
ボ

ジ
ア
王
国
が
成
立
し
た
一
九
九
三
年
以
降
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
経
済
は
二
〇
一
一
年
ま
で
年
平
均
七
・
七
％
と

い
う
高
い
経
済
成
長
率
を
遂
げ
て
い
る
（
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
デ
ー
タ
）。
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
同

期
間
に
二
四
〇
ド
ル
か
ら
九
〇
〇
ド
ル
に
増
加
し
た

（
世
界
銀
行
デ
ー
タ
）。

農
業
や
観
光
業
、
建
設
業
と
と
も
に
、
高
成
長

を
牽
引
す
る
の
が
、
輸
出
向
け
縫
製
産
業
（
以

下
、
単
に
縫
製
産
業
）
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

縫
製
産
業
は
多
繊
維
取
り
決
め
（M

ulti F
iber 

A
rrangem

ent: M
F

A

）
と
呼
ば
れ
る
国
際
的
な

衣
類
貿
易
管
理
体
制
の
恩
恵
を
受
け
て
発
展
し
始

め
た
。
一
九
七
四
年
に
制
定
さ
れ
た
Ｍ
Ｆ
Ａ
は
、
衣

類
輸
入
に
つ
い
て
各
国
が
国
ご
と
・
品
目
ご
と
に

数
量
枠
（
ク
オ
ー
タ
）
を
設
け
る
こ
と
を
認
め
た
。

一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
、
既
に
数
量
枠
い
っ
ぱ
い
ま

で
衣
類
を
輸
出
し
そ
れ
以
上
の
輸
出
拡
大
が
難
し

か
っ
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
縫
製
企
業
は
、
当
時
ま
だ

ク
オ
ー
タ
の
課
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
新
た
な
生
産
拠
点
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

明  

日  

山　

陽  

子

　

新
た
な
発
展
モ
デ
ル
？
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
産
業

一
九
九
九
年
に
は
米
国
と
の
二
国
間
協
定
に
基

づ
き
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
米
国
向
け
衣
類
輸
出
に
も

ク
オ
ー
タ
が
課
せ
ら
れ
た
が
、
制
限
が
緩
や
か
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
後
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫

製
産
業
は
順
調
に
成
長
し
た
。
一
九
九
五
年
時
点

の
輸
出
額
、
工
場
数
、
雇
用
者
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ

二
六
〇
〇
万
ド
ル
、
二
〇
工
場
、
一
万
九
千
人
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
輸
出
が
三
〇
億
ド

ル
を
超
え
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
時
点
の
工
場
数
・

雇
用
者
数
は
三
〇
〇
工
場
、
三
十
二
万
七
千
人
に
ま

で
増
加
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
世
界
で
三
十
九

番
目
の
衣
類
輸
出
国
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
一
〇
年

に
は
二
十
四
番
目
へ
と
地
位
を
上
昇
さ
せ
て
い
る

（
世
界
貿
易
機
関
デ
ー
タ
）。

い
ま
だ
に
縫
製
産
業
の
担
い
手
の
ほ
と
ん
ど
が

一
〇
〇
％
外
資
企
業
で
、
特
に
台
湾
、
中
国
、
香
港
の

中
国
系
企
業
が
全
体
の
六
割
を
占
め
る
。
労
働
者
は
九

割
が
女
性
で
、
多
く
は
農
村
部
か
ら
出
稼
ぎ
に
出
て
き

た
小
学
校
程
度
の
教
育
を
受
け
た
若
い
女
性
た
ち
だ
。

二
〇
一
〇
年
の
時
点
で
、
衣
類
輸
出
の
六
割
が
米
国

向
け
、
二
割
強
が
Ｅ
Ｕ
向
け
、
残
り
が
カ
ナ
ダ
や
日

本
、
中
国
な
ど
そ
の
他
の
国
向
け
で
あ
る
。G

A
P

、
H

&
M

、ZA
R

A

、
ユ
ニ
ク
ロ
、adidas

、W
alm

art

な
ど
世
界
の
大
手
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
ブ
ラ
ン
ド
の
ほ
と

ん
ど
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
衣
類
を
調
達
し
て
い
る
。

若
い
出
稼
ぎ
女
性
労
働
力
を
活
用
し
た
輸
出
向
け

労
働
集
約
的
製
造
業
が
産
業
発
展
の
初
期
に
勃
興

す
る
構
図
は
、
一
九
六
〇
丨
七
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
Ｎ

Ｉ
Ｅ
Ｓ
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
輸
出
指
向
型
発
展

モ
デ
ル
で
も
見
ら
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
近
年

は
、
縫
製
に
加
え
、
製
靴
や
そ
の
他
の
労
働
集
約
的

な
組
み
立
て
加
工
製
造
業
の
立
地
が
増
加
し
て
お

り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
似
た
よ
う
な
発
展
経
路
を
辿
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
過
去
の
東
ア
ジ

ア
諸
国
の
経
験
と
異
な
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
労
働
者

保
護
政
策
を
採
り
つ
つ
同
時
に
産
業
発
展
を
遂
げ

て
い
る
稀
有
な
事
例
だ
。

労
働
者
保
護
と
産
業
発
展
を
両
立
さ
せ
る

過
去
の
東
ア
ジ
ア
の
産
業
発
展
過
程
で
は
、
ス
ト

ラ
イ
キ
の
禁
止
や
労
働
組
合
の
国
家
に
よ
る
統
制
・

禁
止
と
い
っ
た
労
働
の
抑
圧
、
政
府
に
よ
る
賃
金
の

抑
圧
、
ま
た
は
政
府
の
労
働
市
場
へ
の
非
介
入
を
通

じ
た
市
場
均
衡
賃
金
の
達
成
が
、
低
コ
ス
ト
労
働
力

を
武
器
と
し
た
労
働
集
約
的
製
品
の
輸
出
指
向
工

業
化
に
寄
与
し
た
と
み
な
さ
れ
た
。

一
方
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
産
業
は
、
労
働
者

保
護
政
策
を
採
り
つ
つ
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
ま

ず
、
二
〇
〇
一
年
以
降
、
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ

Ｏ
）
に
よ
る
労
働
条
件
の
査
察
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、B

etter F
actories 

C
am

bodia (

Ｉ
Ｌ
Ｏ
―
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
と
呼
ば
れ
る
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
全
て
の
工
場
が
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
労
働
法
や
国
際
労
働
基
準
を
順
守
し
て
い
る
か
、
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五
〇
〇
以
上
の
項
目
に
つ
い
て
抜
き
打
ち
検
査
さ

れ
る
。
査
察
結
果
は
集
計
結
果
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
開
さ
れ
る
ほ
か
、
個
別
工
場
の
結
果
は
購
読
契
約

を
結
ん
だ
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

既
に
、
労
働
契
約
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
休
暇
、
福

利
厚
生
、
労
使
関
係
、
安
全
・
衛
生
の
各
分
野
に
つ

い
て
、
八
―
九
割
の
工
場
が
労
働
基
準
を
順
守
し
て

お
り
、「
搾
取
工
場
」
と
い
う
途
上
国
縫
製
工
場
の

イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
異
な
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
縫
製
・
製
靴
業
の
賃
金
決
定
は
、
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
任
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
政
労
使
の
代
表

が
最
低
賃
金
を
設
定
す
る
な
ど
、
制
度
的
に
決
定
さ

れ
て
い
る
。
最
低
賃
金
や
そ
の
他
の
法
定
賃
金
は
比

較
的
頻
繁
に
改
定
さ
れ
て
お
り
、
賃
金
抑
圧
政
策
は

採
ら
れ
て
い
な
い
。

労
働
の
抑
圧
政
策
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。
結
社
の

自
由
や
団
体
交
渉
権
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
が
制
度
的
に

も
実
質
的
に
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
縫
製
産
業
の
労

働
組
合
組
織
率
は
約
六
割
と
高
い
。
労
働
組
合
の
要

求
は
最
低
賃
金
や
各
種
法
定
賃
金
の
引
き
上
げ
な

ど
に
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
労
働
者
保
護
政
策
は
、
労
働
コ
ス
ト
を

押
し
上
げ
、
低
賃
金
労
働
力
を
武
器
に
し
た
労
働

集
約
的
製
品
の
輸
出
を
阻
害
し
か
ね
な
い
。
な
ぜ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
産
業
は
過
去
の
東
ア
ジ
ア
諸

国
と
異
な
り
、
労
働
者
保
護
政
策
を
採
り
つ
つ
、
成

長
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
の
要
因
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
産
業

に
と
っ
て
幸
運
な
国
際
貿
易
・
投
資
環
境
が
あ
る
。

労
働
条
件
の
査
察
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
前
述
の
米
国

と
の
二
国
間
協
定
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
米
国
向
け
衣

類
輸
出
の
毎
年
の
ク
オ
ー
タ
拡
大
を
縫
製
工
場
の

労
働
条
件
改
善
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
こ
と
に
端
を
発

す
る
。
米
国
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
高
め
る
た
め

に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
工
場
に
は
持
続
的
に
労
働

条
件
を
改
善
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
っ
た
。
Ｉ

Ｌ
Ｏ
の
査
察
を
受
け
入
れ
な
い
限
り
、
衣
類
輸
出
ラ

イ
セ
ン
ス
が
発
行
さ
れ
な
い
た
め
、
全
て
の
衣
類
輸

出
工
場
が
査
察
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
フ
リ
ー
ラ
イ

ダ
ー
問
題
は
生
じ
な
い
。
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
査
察
を

行
う
こ
と
で
、
労
働
条
件
改
善
の
透
明
性
・
実
効
性

も
高
ま
っ
た
。
米
国
と
の
協
定
は
二
〇
〇
四
年
に
失

効
し
、
同
時
に
Ｍ
Ｆ
Ａ
体
制
の
終
了
に
よ
り
世
界
の

衣
類
貿
易
は
原
則
、
数
量
制
限
が
課
さ
れ
な
い
自
由

貿
易
に
移
行
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
二
〇
〇
七

―
八
年
ご
ろ
ま
で
、
米
国
・
中
国
間
、
Ｅ
Ｕ
・
中

国
間
の
二
国
間
協
定
に
よ
り
中
国
の
衣
類
輸
出
が

制
限
さ
れ
、
中
国
と
の
輸
出
競
争
は
緩
和
さ
れ
た
。

最
近
で
は
、
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
賃
金
上
昇
や
労
働

者
不
足
に
よ
っ
て
オ
ー
ダ
ー
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
シ

フ
ト
す
る
、
二
〇
一
一
年
一
月
の
Ｅ
Ｕ
の
後
発
開
発

途
上
国
向
け
特
恵
制
度
変
更
に
伴
う
原
産
地
規
則

の
緩
和
で
、
関
税
ゼ
ロ
で
の
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
が
容

易
に
な
る
な
ど
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
衣
類
輸
出
に
と
っ

て
幸
運
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
〇

年
代
の
反
搾
取
工
場
（anti-sw

eatshop

）
運
動
の

高
ま
り
以
後
、
大
手
バ
イ
ヤ
ー
が
縫
製
工
場
の
労
働

条
件
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
と
っ
て
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
の
要
因
と
し
て
、
工
場
の
労
働
基
準
順
守
コ

ス
ト
を
抑
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
存
在
が
あ
る
。
Ｉ
Ｌ

Ｏ
―
Ｂ
Ｆ
Ｃ
で
は
査
察
結
果
閲
覧
料
の
徴
収
な
ど
、

バ
イ
ヤ
ー
に
査
察
費
用
の
一
部
負
担
を
求
め
る
ほ
か
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
―
Ｂ
Ｆ
Ｃ
の
導
入
に
よ
り
、
自
社
独
自
の
査

察
を
や
め
た
バ
イ
ヤ
ー
が
増
加
し
て
お
り
、
縫
製
工

場
の
査
察
対
応
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
賃
金
上
昇
を
相
殺
・
ま
た
は
上
回
っ
て

生
産
性
が
上
昇
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
に
、
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
の
調
査
で
も
、
二
〇
〇
二
―
八
年
の

間
に
縫
製
工
場
の
生
産
性
向
上
が
観
察
さ
れ
た
。

第
四
に
、
縫
製
工
場
の
経
営
者
、
労
働
者
、
政

府
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
、
バ
イ
ヤ
ー
が
利
害
を
調
整
す
る
チ
ャ

ネ
ル
が
複
数
存
在
し
、
そ
の
結
果
、
労
働
条
件
の

改
善
に
よ
っ
て
急
激
に
企
業
利
益
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
現
実
的
で
漸
進
的
な
改
革
が
行
わ
れ
、

産
業
の
持
続
的
な
発
展
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
産
業
は
、
過
去
の
東
ア
ジ
ア

の
産
業
発
展
過
程
と
は
異
な
り
、
労
働
者
保
護
政
策

を
採
り
な
が
ら
、
同
時
に
輸
出
や
雇
用
を
伸
ば
し
て

い
る
。
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ

―
Ｂ
Ｆ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
在
、
他
の
途
上
国
や
他

産
業
へ
移
植
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫

製
産
業
で
実
現
し
た
労
働
者
・
企
業
・
政
府
に
と
っ

て
のW

in-W
in-W

in

の
発
展
モ
デ
ル
が
現
代
に
お

け
る
後
発
途
上
国
の
産
業
発
展
モ
デ
ル
と
な
る
か
、

今
後
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
最
後
に
な
っ
た
が
、
本

稿
の
詳
細
は
、
明
日
山
陽
子
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と

労
働
政
策
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製
産
業
に
み
る
新

た
な
労
働
政
策
モ
デ
ル
？
」（
佐
藤
幸
人
編
『
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
再
考
』
調
査
研
究
報
告
書
、
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
、
二
〇
一
二
年 

）
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

（
あ
す
や
ま 

よ
う
こ 

ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
研
究
員
）
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